
暮らす旅京都

真っ盛りの桜の下で
文・写真／松岡伸吾（暮らす旅舎）

055l1a

木屋町通り高瀬川は桜の名所。安藤忠雄
設計のコンクリート打放しビルに似合

右頁／平野神社の桜花苑では60種400本の桜。夜景も見事。
上／JR花園駅前とは思えない法金剛寺の桜は静かに楽しめる

言
い訳

でも
ある。

京都
御
苑
の近衛

邸
跡
の
枝
垂
れ
桜
に
始
ま
り、
久
我
神
社
、

法
金
剛
寺
、
本
隆
寺、
桜
井
公
園、
鴨
川
、

知
恩
院
、円
山
公
園、等

持
院
、平
野
神
社
、

木
屋
町
、
六角
堂
と
咲
き
始
め
か
ら満
開

ま
で、
桜
の名
所
を巡
っ
てき

た。
宿泊先

は御
所
南の
丸
太町
河
原町
の

N
O
K
U
京
都
。
モ
ル
ジ
ブ
や
プ
ー
ケ
ッ

ト
に
も
系
列
ホ
テ
ル
が
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
よ
う
だ
。
そ
の

せ
い
か9
割
は
海
外
客
。
地
下
鉄
丸
太町

駅
の出
口
4の隣

で
地
の利
は抜
群。
お

す
す
め
し
た
い
早
朝
の
京
都
御
苑
散
策
に

は絶
好
だ。

『京都人の密かな愉しみRouge-継承-』
のロケ地雨宝院の枝垂れ桜はまだ蕾。
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この記
事を
読
む
人なら、

おそ
らく

N
H
K
I
B
S
の
ド
ラ
マ

『京
都
人
の

密
か
な
愉
しみ
』
を見
た
こ
と
が
あ
る
と

思
う
。
自
分
も
す
べ
て
見
て
き
た
大
フ
ァ

ン。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
ド
ラ
マ
を
合

わ
せ
た、
源
孝
志
氏
の
演
出
に
よる
京
都

の魅
力満
載
の番組

だ。
年明
け
から
春

に
か
け
ド
ラ
マ
主
体
の
新
シ
リ
ー
ズ
が
放

送
さ
れ
た
ので
記
憶
に新
し
い
。

最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
2
0
1
5
年
に
始

ま
った
が、
実
はそ

の先
駆
的
な番組

が
2
0
0
8
年
に

『京
都
・
丸
竹
夷
に
な
い

小路
』
が
同
じ演
出
家
で
つ
く
ら
れ
て
い

る。
碁盤

の目
の街
の奥
にあ
る路
地
を

テ
ー
マ
に、
ド
ラ
マ
的
な
要
素
を
加
え
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
っ
た
。
実
は
こ
の

番
組
が
ヒン
ト
に
な
って
、
2
0
1
3
年

に仲間
と制
作
し
た
書
籍
が
『暮
ら
す
旅

京都
京
のろ
おじ』

だ。
こ
の連
載
の

大元
でも
ある。

神
社仏閣

は
も
ちろ
ん

桜
や紅
葉
が
な
くて
も
京
都
は
楽
しい。

そ
の
極
意
と
は
暮
ら
す
よ
う
に
旅
す
る
こ

と。
京
都
の
街
と
店
と
人を
取
材
し、
ガ

イ
ド
本
と
京
都
人
の
物
語
を
組
み
合
わ
せ

て
一冊
に
作
り
あ
げ
た。

前振
りが長

く
な
ったが、

今
回は
桜

真
っ
盛
り
の
京
都
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た

ただ、
花見
シ
ーズン

は、
名
所
の桜

は
良
い
け
れ
ど
人
の多
さ
に
は驚
く
ば
か

り。
京
都
御
苑
に
でき

た笹
屋
伊織
の
カ

フ
ェは
満
席
で
長
蛇
の列
。
午
後
に
行
っ

た
虎
屋
茶
寮
は
48組
待
ち。
夕
食時
間
ま

で
に
入
れ
な
い
か
ら
と
諦
め
た
多
く
の
人

と同様
に、
和
菓
子を買

って、
ホテ
ル

でお
茶
す
る
こ
と
に
し
た。

た
だ
平
野
神
社
の
桜
花
苑
は
い
つ
か
ら

か有
料
に
な
っ
た
み
た
いだ

が、
眺
め
る

だ
け
で
な
く、
4
百
本
の
満
開
の
桜
の
下

を
歩
く
気
持
ち
よ
さ
は
格
別
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
も
ず
ら
り
と
並
び
、
花
よ
り
ビ
ー
ル

の方にも
おすす

めしたい。

MOKU

京都御苑の見事な枝垂れ桜を満喫するに
は最高の立地のNOKU京都はお勧め。
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